
平成２９年２月 

奈 良 県 

平 成 ２ ９ 年 度 

予算案の主な取組      



Ⅰ 平成２９年度予算編成にあたっての考え方 

１ 

○地方の歳入一般財源の増加が今後も見込めない中、社会保障関係 

 経費等の義務的経費は毎年増加すると見込まれ、自主財源が乏し 

 い本県の財政運営は、今後、より一層厳しさを増すものと予想さ 

 れます。 

 

○一方で、本県の現下の経済情勢や、他県に比べると少子高齢化が 

 急速に進むと見込まれる将来展望を踏まえると、引き続き、主要 

 プロジェクトをはじめとする、県政発展に資する各分野の施策・ 

 事業に積極的に取り組み、目に見える成果を上げていくことが求 

 められます。 

 

○このため、平成２９年度予算の編成にあたっては、「持続可能な 

 財政運営の維持」と「必要な施策の実現」を両輪として、知恵と 

 工夫を凝らしました。 

 

○具体的には、民間資金や国予算等の有利な財源を可能な限り活用 

 するとともに、既に実施している施策・事業について、効果や必 

 要性の観点から徹底した見直しを行い、新規の取組の財源を捻出 

 したところです。 

 

○平成２９年度の取組の柱としては、引き続き、「経済の活性化」 

 と「くらしの向上」に資する施策・事業を重点的に進めるととも 

 に、「南部地域・東部地域の振興」に力を入れてまいります。 



 併せて、これらを支える「効率的・効果的な基盤整備」「協働 

 の推進及び市町村への支援」に取り組みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

○新年度におきましては、この予算を効果的に執行し、「住んで 

 良し」「働いて良し」「訪れて良し」の奈良県づくりを着実に 

 進めてまいります。 

 

 

  
２ 

 

  産業構造の改革 

  県内就業の促進 

  観光の振興 

  農･畜産･水産業の振興 

  林業･木材産業の振興 

 

経済の活性化 

  健康づくりの推進 

  地域医療･介護･福祉の取組の推進 

  少子化対策・女性の活躍促進 

  学びの支援 

  文化の振興 

  スポーツの振興 

  安全･安心の確保 

  景観･環境の保全と創造 

  エネルギー政策の推進 

  くらしやすいまちづくり 

くらしの向上 

南部地域・東部地域の振興 

効率的・効果的な 
基盤整備 

協働の推進及び 
市町村への支援 



■国内外への販路拡大 
  

〈海外〉○ＪＥＴＲＯ奈良県事務所の誘致推進、 県内の海外進出リーディン 
     グカンパニーの表彰･ＰＲ等 [13]          
    ○香港Ｆｏｏｄ Ｅｘｐｏへの県産農産品出展支援等[9] 
    ○県産材の輸出拡大に向け、現地建築関係者、バイヤー、企業等との 
     マッチングを支援（韓国、インドネシア）等[7] 
  

〈国内〉○東京国際ギフトショー等への県内企業出展支援[7] 
    ○奈良の「食」と「魅力」の発信拠点「ときのもり」（東京）を活用し 
     たＰＲ、大田市場等での県産農産物トップセールス等[45]        
    ○ 早稲田大学及び協力企業と連携した県産材首都圏ＰＲイベントの実 
     施、 建築関係者を対象とした「奈良の木」見学ツアーの開催等[26]  
        

■起業の促進 
  

 ○意欲ある起業家への金融支援（貸付枠２８億円）[40] 
   女性・若者・シニア・ＵＩＪターン創業支援資金、創業支援資金、 事業承継支援資金 

 ○ 若者の農業経営チャレンジへの支援[30] 
   近畿大学発農業ベンチャー事業の育成支援 

 ○ 女性起業家支援[3] 
   魅力ある商品開発支援やＷｅｂ販売セミナーの開催、女性チャレンジショップの運営 

   

単位：百万円 

３ 

Ⅱ 施策体系ごとの主な取組 

香港Ｆｏｏｄ Ｅｘｐｏ 

産業構造の改革 

企業立地セミナー ｉｎ 東京 



■企業誘致 
  

 ○京奈和自動車道御所インターチェンジ周辺工業ゾーンプロジェクト[63] 
   事業用地の取得及び造成工事の推進等 

 ○京奈和自動車道及び西名阪自動車道周辺工業ゾーンプロジェクト[30] 
   デベロッパーの誘致促進、 企業立地意向調査、工業ゾーン用地確保のための耕作放棄地 
   再生等 

 ○戦略的な企業誘致活動[21] 
   知事トップセールスの開催（東京、大阪）、首都圏及び中京圏での誘致活動の展開等 

 ○ 仕事と子育ての両立を推進する企業への支援[33]《資料Ｐ１》 
   企業が設置する保育施設における保育料軽減の取組を支援 

 ○骨格幹線道路ネットワークの形成[13,191]  
  

■消費地奈良の魅力向上 
  

 ○ホテルを核とした賑わいと交流の拠点整備[2,240]《資料Ｐ２》 
   事業用地の造成、コンベンション施設の整備推進等 

 ○ 海外ホテル事業者等への誘致活動の強化[3] 
  

■高付加価値獲得の支援 
  

 ○県内企業の高付加価値獲得支援[20] 
   奈良県産「ご当地食品」開発への支援、 ＩｏＴを活用した商品・サービスの開発への支援等 

 ○ＩｏＴ活用推進[22] 
   観光消費促進アプリの実証実験・展開、 ＩｏＴ人材育成に向けた職業訓練の実施等 

 ○クラウドファンディングの拡大[3] 
   クラウドファンディングを活用して資金調達を図る中小企業者等を支援 

 ○ 首都圏でのＳＰＡ実践支援[5] 
   企画から製造、小売までを一貫して行う（ＳＰＡ）県内事業者の商品開発力の向上及び首都圏 
   での出店を支援 
  

■漢方のメッカ推進プロジェクトの推進 
  

 ○薬用作物の生産拡大、生薬原料のブランド化と流通強化、漢方関連製品の 
  開発と市場拡大[34] 
   首都圏における大規模展示会への出展等 

 

４ 
企業立地の魅力が高まる郡山下ツ道ジャンクション 

単位：百万円 

大宮通り新ホテル・交流拠点（イメージ） 



■若者・女性・障害者等ターゲット毎の就業支援の充実 
〈女 性〉○ 仕事と子育ての両立を推進する企業への支援[33]（再掲） 
        企業が設置する保育施設における保育料軽減の取組を支援 

     ○ 女子大学生の県内就職支援[6] 
        「（仮称）女子大学生就職ＥＸＰＯ」やキャリア形成講座等の開催、県内企業へのイ 
        ンターンシップの実施  

〈若 者〉○大学生の就職支援[4] 
        大学３回生を対象に県内企業を知る機会を提供 
        大学４回生を対象に合同企業説明会を開催  

〈障害者〉○企業や社会福祉法人等との連携による就労支援の充実[68] 
        「障害者はたらく応援団なら」の運営、県内企業による特例子会社設立支援、官公庁 
        優先調達の推進等 
   

〈大手企業離職者等〉 
     ○県内就労あっせん・起業支援センターの運営[20] 
     ○ＵＩＪターンによる就職促進[6] 首都圏における県内企業への就労相談等 
 

■実学教育の充実 
 ○インターンシップの拡大[24]  
   高校生のインターンシップを推進するキャリアサポートセンターの運営、特別支援学校にキャリ 
   ア教育コーディネーターを配置、 福祉系高等学校の生徒による介護現場実習や中学生対象の体 
   験学習の実施等 

 ○県立高校等の職業教育環境の充実[15]   
  

■求職者のスキルアップ支援 
 ○高等技術専門校の職業訓練充実[9]（一部再掲）  ＩｏＴコースの新設等 
  

■働き方改善の促進 
  ○ 県内事業所における働き方改善[4] 
     飲食・サービス業、看護師、保育士などのセクター別検討体制の整備 

 ○県庁における人材確保・育成・活用の仕組みづくり[14] 
   テレワークの試行、育児休業代替職員の選考試験の実施等 

５ 
 

就職活動準備セミナー 
 

木材加工場でのインターンシップ（奈良朱雀高校） 

県内就業の促進 
単位：百万円 



６ 

観光の振興 

■誘客プロモーションの充実  
  

〈首都圏を中心とした観光キャンペーンの実施〉 
  

 ○奈良県観光キャンペーン[311] 
   平成３０年の興福寺中金堂落慶を契機とした観光誘客促進キャンペーンを実施 

 ○うまし奈良めぐりキャンペーン[35] 
   県内社寺や市町村等と連携して、特別感のある旅行商品を造成し、奈良の魅力を発信 
  

〈海外への情報発信〉 
  

 ○海外市場開拓のためのプロモーション[56] 
   海外富裕層向け旅行商談会への出展、海外観光レップによる観光情報の提供や旅行商品のセー 
   ルス、旅行商品着地コーディネーターによる観光施設の情報提供や手配の代行、海外の旅行会 
   社招へいによる商品造成等 

 ○ 「Ｃｒｅａｔｉｖｅ Ｔｒａｖｅｌ ｔｏ Ｊａｐａｎ ２０１７」への出展[10] 
   フランスで開催される日本への旅の展示会（９月４日～８日）に出展し、奥深い奈良への旅を 
   ＰＲ 

 ○ フィルムを活用した魅力発信[5] 
   国際的に著名な監督による奈良を舞台にした映画製作を支援し、海外に発信 
  

〈県内での取組〉 
  

 ○ 県内版デスティネーションキャンペーン[22] 
   天川村等において地元交通事業者及び地域と連携したＰＲキャンペーンを実施 

 ○バス運賃キャッシュバックキャンペーン（１２月～３月）[20] 
   南部東部地域及び 大和高原北部地域への宿泊観光客を対象としてキャンペーンを実施 

奈良県観光キャンペーン 商談会 

単位：百万円 



７ 

観光の振興（つづき） 

奈良県外国人観光客交流館 

■おもてなし力の向上 
  

 ○外国人観光客交流館「猿沢イン」の運営[219] 
   外国人スタッフによる多言語観光案内、オプションツアーの企画・販売、文化交流体験イベン 
   ト、宿泊サービスの実施 

 ○ 奈良の魅力を視覚・触覚・嗅覚で体感できる観光マップの作成[4]   

 ○高等技術専門校の職業訓練充実[9]（再掲）  観光マーケティングコース等 

 ○観光サービス向上委員会の運営[4] 
   県、観光関連業者、有識者等により、観光サービス改善に向けた取組を検討 

 ○受入環境の整備[156] 
   観光案内サインの整備拡大、デジタルサイネージによる情報提供、電子案内板の運営、「奈良  
   Ｆｒｅｅ Ｗｉ－Ｆｉ」のエリア拡大、宿泊施設等のＷｉ－Ｆｉ環境充実を支援等 

 ○自転車ルート整備[458] 
   京都・奈良・和歌山を結ぶ京奈和自転車道及び農村周遊自転車ルートの整備 

■にぎわいイベントの充実 
  

 ○ 国民文化祭、全国障害者芸術・文化祭（９月～１１月）[516]  
                             《資料Ｐ３》 
   オープニングフェスティバル（東大寺大仏殿）、「フォーラムＮＡＲＡ」、分野別フェスティ 
   バル、障害者交流事業等 

 ○平城宮跡にぎわいイベント[350]《資料Ｐ４》 
   奈良大立山まつり（１月）、平城京天平祭（５月）、天平たなばた祭り（８月）、みつきうま 
   し祭り（１１月） 

 ○奈良公園周辺にぎわいイベント[48] 
   冬花火の祭典（１月）、～しあわせ回廊～なら瑠璃絵（２月）、なら燈花会（８月上・中旬）、 
   (仮称)グレート・サマーフェスティバル（８月中・下旬） 

 ○ムジークフェストなら２０１７（６月）[130] 
   奈良公園春日野園地でのファミリーコンサート、まちなかコンサート等 

 ○馬見丘陵公園イベント[47] 
   チューリップフェア（４月）、花菖蒲まつり（６月）、ひまわりウィーク（８月）、フラワー 
   フェスタ（１０月）、クリスマスウィーク（１２月） 

奈良大立山まつり 

単位：百万円 



８ 

吉城園周辺地区の全景（現状の空撮） 

■大宮通りプロジェクトの推進 
 

 ○平城宮跡周辺の魅力向上[1,126]《資料Ｐ５》 
   平城宮跡歴史公園朱雀大路西側地区の整備（２９年度中に完成）、第一次開園に向けたプロ 
   モーションの実施、阿倍仲麻呂”遣唐”１３００年記念イベントの開催等 

 ○平城宮跡周辺の街路渋滞対策[20] 
   大和西大寺駅の立体化と近鉄線の移設を一体的に検討 

 ○ホテルを核とした賑わいと交流の拠点整備[2,240]（再掲） 
   事業用地の造成、コンベンション施設の整備推進等 

 ○奈良公園及びその周辺の魅力向上[689]《資料Ｐ６～８》 
   吉城園周辺地区の整備、高畑町裁判所跡地の整備、鹿苑の整備、若草山山麓歩道等の整備等 

 ○奈良公園移動環境の整備[1,577]《資料Ｐ９》 
   (仮称)登大路バスターミナルの整備推進、「ぐるっとバス」の運行充実、大宮通りの修景植栽 
   整備等 

（仮称）登大路バスターミナル（イメージ） 

単位：百万円 

平城宮跡歴史公園朱雀大路西側地区（イメージ） 



■国内外への販路拡大 
 ○香港Ｆｏｏｄ Ｅｘｐｏへの県産農産品出展支援等[9]（再掲） 
 ○奈良の「食」と「魅力」の発信拠点「ときのもり」（東京）を活用したＰＲ、 
  大田市場等での県産農産物トップセールス等[45]（再掲）  
 ○ 「’１７食博覧会・大阪」への出展[1] 
 

■６次産業化の推進と美味しい「食」づくり 
 ○ＮＡＦＩＣ周辺施設の充実[459]【２月補正】《資料Ｐ１０》 
   セミナーハウスの整備推進、農と林の直売所などの基本構想策定等 

 ○ぐるっとオーベルジュ構想の推進[1] 
   大淀町による食と農を活かしたオーベルジュの基本・実施設計を支援 
 

■ブランド化の推進  
 ○リーディング品目、チャレンジ品目の高品質化・安定生産に向けた取組を支 
  援[21] 
   リーディング品目：柿、キク、イチゴ、茶、金魚 
   チェレンジ品目：大和野菜、サクランボ、切り花ダリア、切り枝花木、イチジク、アユ、アマゴ 

 ○ブランド認証制度「奈良プレミアムセレクト」の運営[20]【一部２月補正】 
   県産農畜水産物ブランド認証の推進、試食販売会によるＰＲ、大和牛オレイン酸測定機器整備等 

 ○農業研究開発センターの研究の高度化[38] 
 

■担い手対策 
 ○ 若者の農業経営チャレンジへの支援[30]（再掲） 
   近畿大学発農業ベンチャー事業の育成支援 

 ○女性リーダー育成[4] 
   ６次産業化の担い手育成、女性指導農業士の海外派遣を支援等 

  ○ ＮＡＦＩＣで「なら農業経営塾」を開講[8] 

９ 

農・畜産・水産業の振興 

県産農畜水産物のブランド認証制度 
認証団体と認証品目 

NAFIC附属セミナーハウス（イメージ図） 

単位：百万円 

※［ ］は、H29当初予算とH28.2補正予算の合計額 



■県産材の安定供給と加工・流通拡大  
  

 ○素材生産の拡大[321] 
   奈良型作業道の開設、高性能林業機械の導入促進、儲かる林業施業提案の推進、架線集材施設 
   設置支援等 

 ○ 市町村の林地台帳整備支援[39] 
   県が所有する森林簿・森林計画図等のデータを活用し、森林所有者情報等の整備を支援 

 ○加工・流通の拡大[101] 
   木材加工流通施設等整備の促進、 チップ製造施設の整備支援、十津川村等による産直住宅の 
   取組支援 
    

■国内外への販路拡大  
  

 ○県産材の輸出拡大に向け、現地建築関係者、バイヤー、企業等とのマッチ 
  ングを支援（韓国、インドネシア）等[7]（再掲） 
 ○ 早稲田大学及び協力企業と連携した県産材首都圏ＰＲイベントの実施、 
  建築関係者を対象とした「奈良の木」見学ツアーの開催等[26]（再掲） 
 ○奈良の木の魅力情報の発信[13] 
   奈良の木ポータルサイトの充実、 快適な暮らしにつながる調湿効果や断熱性能の検証・ＰＲ 
 

■森林環境管理制度の導入 
  

 ○ スイス型森林環境管理制度の導入推進[36] 
   スイス・リース林業教育センターの実習生受け入れ、ベルン州でのサマースクールへ奈良県団 
   を派遣、スギ・ヒノキ一斉林から多様な樹種・林齢の森林への誘導パイロット事業の実施 
 

１０ 

高性能林業機械と架線による木材生産 

スイス・リース林業教育センターとの覚書の締結 

林業・木材産業の振興 

単位：百万円 



■健康長寿プロジェクトの推進 
 ○食育の推進[16] 
   「第３期奈良県食育推進計画」（㉚～㉞）の策定、市町村による食育計画策定を支援、 学 
   校給食での県産品の活用等 

 ○健康ステーションの取組拡大[28] 
   県営健康ステーション（王寺、橿原）の運営、市町村営健康ステーションの設置支援 

 ○スマートフォンを活用した健康づくり・生活支援サービスの提供[17] 
   

■疾病の早期発見による早世の減少 
 ○がん検診の推進[27] 
   がん検診対象者への個別受診勧奨、がん予防推進員の養成拡大 

 ○がん対策の推進[87] 
   「第３期奈良県がん対策推進計画」（㉚～㉟）の策定、がん患者への支援、がん診療連携拠 
   点病院等の機能強化等 

 ○自殺対策の強化[41] 
   「奈良県自殺対策計画」（㉚～㉞）の策定、自殺対策に取り組む市町村の支援等 

 

１１ 

王寺健康ステーション 

健康づくりの推進 

地域栄養カレッジ 

地域医療・介護・福祉の取組の推進 

■地域医療の確保・充実  

〈高度医療の確保・充実〉 
 ○新奈良県総合医療センターの整備（平成３０年春開院予定）、アクセス道 
  路等の整備[20,871]《資料Ｐ１１》 
   建築工事及び第二期造成工事の推進、医療機器整備等  

 ○県独自のドクターヘリの運航（平成２９年３月運航開始）[749] 
   拠点病院：南奈良総合医療センター、県立医科大学附属病院 

単位：百万円 



〈地域医療提供体制の構築〉  

 ○医療機関の機能分化と連携推進[436] 
   地域包括ケア病床・回復期リハビリテーション病床の整備支援、患者の受療・疾病動向等を調 
   査・分析、 「第７次奈良県保健医療計画」（㉚～㉟）の策定等 

 ○ (仮称)医療安全推進センターの設置・運営支援[16] 
   医療事故情報をはじめ、医療の質の向上につながる情報を収集・分析・研究して、その情報を 
   県内医療機関と共有 

 ○南奈良総合医療センター等の運営支援[429] 
   

〈医師・看護師の確保〉  

 ○医師確保修学資金貸付金、看護師等修学資金貸付金[318] 

建設中の新奈良県総合医療センター（平成30年春開院予定） 

１２ 

■地域包括ケアの構築 
  

〈医療・介護のまちづくりプロジェクトの推進〉  

 ○医大・周辺まちづくり[708] 
   教育・研究部門の移転にかかる建物基本計画、造成基本設計等 
   周辺まちづくりにかかる土地利用及び近鉄橿原線新駅検討等 

 ○奈良県総合医療センター（奈良市平松町）跡地活用まちづくり[40] 
   基本構想の検討、土壌汚染調査等 
  

〈地域包括ケアシステムの構築〉  

 ○地域包括ケアシステムのモデル構築[15] 
   他地域のモデルとなる市町村の先進的取組を支援 

 ○在宅医療・介護連携拠点の整備支援[10] 
   地区医師会と連携して在宅医療と在宅介護の提供体制の構築に取り組む市町村を支援 

 ○認知症施策の推進[40] 
   認知症介護研修の講師養成、 若年性認知症サポートセンターの設置等 

 ○地域医療・介護連携ＩＣＴの導入推進[16] 
   医療機関と介護事業所等が情報共有を効率的に行うＩＣＴシステムの検討 

平成29年に導入予定のドクターヘリ（イメージ） 

単位：百万円 



働く障害者応援フェア 

１３ 

■福祉の充実  
  

〈福祉・介護人材の確保〉 
 ○人材の確保・育成[84] 
 ○人材育成体制や就労環境等の整った福祉・介護事業所の認証[24]  
   認証取得を目指す事業所への支援、 制度周知の強化等 
  

〈障害者支援の充実〉  

 ○ 恒常的に通院を要する障害者の移動支援[10] 
   送迎サービスを実施する市町村を支援 

 ○ (仮称)奈良県手話言語条例の推進[8] 
   条例の普及啓発、手話を学ぶ機会の確保等 

 ○企業や社会福祉法人等との連携による就労支援の充実[68]（再掲） 
   「障害者はたらく応援団なら」の運営、県内企業による特例子会社設立支援、官公庁優先調達 
   の推進等 

 ○はたらく障害者応援プレミアム商品券の発行[22] 
   障害者就労施設の授産商品等を購入できるプレミアム商品券の発行、販売会の開催 

  ○精神科救急医療システムの運営[42] 
  

〈高齢者支援の充実〉 
 ○高齢者のいきがいづくりの推進[32]  
   ならシニア元気フェスタの開催等 

 ○ 介護保険事業支援計画の策定[8]  
   「奈良県高齢者福祉計画及び第７期奈良県介護保険事業支援計画」（㉚～㉜）の策定、市町村 
   による介護事業計画策定を支援 
  

〈生活困窮者支援の充実〉 
 ○経済的困難及び社会生活上の困難を抱える子どもたちへの支援充実[21] 
   学習支援教室に通えない子どもがいる世帯等への訪問、  
   を支援等  

  

〈医療保険制度の円滑な運用〉 
 ○ 国民健康保険県単位化の推進[12] 
   平成３０年度からの国民健康保険の県単位化に 
      向けた体制整備及び「第３期奈良県医療費適正 
   化計画」（㉚～㉟）の策定 
 
 

《資料Ｐ１２、１３ 社会保障関係経費の状況》 

地域医療･介護・福祉の取組の推進（つづき） 

単位：百万円 



■子育て支援  
 ○人材の確保・育成[60] 
   保育士人材バンクの運営、保育士キャリア認定制度の推進等 

 ○ 仕事と子育ての両立を推進する企業への支援[33]（再掲） 
   企業が設置する保育施設における保育料軽減の取組を支援 

 ○ 医療的ケア児の保育支援[8] 
   医療的ケアが必要な児童の保育所等受け入れ体制整備を支援 

 ○ 保育所等の事故防止の取組強化[8] 
   重大事故防止のための研修、巡回指導支援員配置への支援 

 ○子育て支援に取り組む市町村への支援[453] 
 

■児童虐待対策等の充実 
 ○児童虐待の防止[60] 
   こども家庭相談センターの機能強化、児童虐待防止ネットワークの充実等 

 ○ 「子ども食堂」の開設支援[3]（再掲） 
   食事を提供し、安心できる居場所としての「子ども食堂」を開設する団体を支援 

 ○配偶者等からの暴力防止[3]  
   「奈良県配偶者等からの暴力防止及び被害者支援基本計画（第４次）」（㉚～㉞）を策定  
 

■女性の活躍促進 
 ○ 女性起業家支援[3]（再掲） 
   魅力ある商品開発支援やＷｅｂ販売セミナーの開催、女性チャレンジショップの運営 

 ○ 女子大学生の県内就職支援[6]（再掲） 
   「（仮称）女子大学生就職ＥＸＰＯ」やキャリア形成講座等の開催、県内企業へのインターン 
   シップの実施 

 ○県内企業等と連携した女性の活躍促進[26] 
   女性活躍の気運醸成のためのトップフォーラムの開催、 女性活躍企業等の優良事例を紹 
   介する管理職・人事担当者向けセミナーの開催、女性活躍促進会議の開催等 

 

なら子育て応援団広報・啓発イベント「みんなで子育て応援デイ」 

１４ 

元気に遊ぶ子どもたち（片岡の里保育園） 

少子化対策・女性の活躍促進 

単位：百万円 



■教育力の充実 
 ○総合教育会議の運営及び奈良県教育サミットの開催[28]  
 ○就学前教育の推進[28]  
   「奈良県版就学前教育プログラム」の策定     
   幼稚園等で「奈良県版幼児運動プログラム」を実践、プログラムの実行サポート・検証を行う 
   アドバイザーの配置等 

 ○不登校・いじめ対策[88]  
   スクールカウンセラーの配置拡大、大学生ボランティアの派遣等 

 ○県立学校の教育環境の充実[1,286]  
   空調整備（添上高校、大和広陵高校、御所実業高校、王寺工業高校）、耐震化及び大規模 
   改造等の推進 

 ○ 県内大学生による学習支援[6]  

   県内大学生を南部地域・東部地域に派遣し、小・中学生の学習等を支援 

 ○インターンシップの拡大[24]（再掲）  

   高校生のインターンシップを推進するキャリアサポートセンターの運営、特別支援学校にキャ 
   リア教育コーディネーターを配置、 福祉系高等学校の生徒による介護現場実習や中学生対象 
   の体験学習の実施等 

 ○教育情報化の推進[334]  

   大学等と連携した教員のＩＣＴ活用指導力向上研修、生徒のＩＣＴ活用力向上に向けた取 
   組を強化等 
  

■私学の振興  
 ○私立学校・幼稚園教育経常費補助、私立高等学校授業料軽減補助、 私立 
  小学校・中学校等への就学支援等[9,433] 
 

■県立大学の充実  
 ○公立大学法人奈良県立大学の運営支援[357] 
 ○東アジアサマースクールの開催支援[25] 
   東アジア各国の若い世代を対象とした短期集中型セミナーの開催を支援 

                                                                   

奈良県教育サミット 

１５ 

東アジア・サマースクール２０１６ 

学びの支援 

単位：百万円 



■質の高い文化イベントの開催  
 ○ 国民文化祭、全国障害者芸術・文化祭（９月～１１月）[516]（再掲） 
   オープニングフェスティバル（東大寺大仏殿）、「フォーラムＮＡＲＡ」、分野別フェスティ 
   バル、障害者交流事業等 

 ○ムジークフェストなら２０１７（６月）[130]（再掲） 
   奈良公園春日野園地でのファミリーコンサート、まちなかコンサート等 

記紀・万葉プロジェクト「古事記のまつり」 （仮称）奈良県国際芸術家村（イメージ） 

１６ 

文化の振興 

■歴史文化資源の活用  
 ○世界の著名な美術館における県内仏像の展覧会（平成３１年予定）開催準 
  備[11] 
 ○聖徳太子プロジェクトの推進[9] 
   平成３３年に没後１４００年を迎える聖徳太子のシンポジウム等を開催 

 ○文化資源データベースの構築・発信[13]【２月補正】 
                                  

■(仮称)奈良県国際芸術家村の整備《資料Ｐ１４》 
 ○整備工事の推進[602]【一部２月補正】  
   埋蔵文化財発掘調査、建築基本・実施設計、造成工事等 

 ○ 民間ホテル事業の誘致[30]【２月補正】 
   (仮称)奈良県国際芸術家村来場者の利便性向上及び滞在型観光の促進のため、ホテルを誘致 

 ○ 農村交流施設の検討[14] 
   (仮称)奈良県国際芸術家村構想に基づく農村交流施設等の事業計画策定等 

 ○公開・展示する文化資源等の収集及び作成[33]【２月補正】 
 

 

■記紀・万葉プロジェクトの推進[45] 【２月補正】 
 シンボルイベントの開催、首都圏で「古代歴史文化賞」記念講演会を開催、全国高校生歴史フォー 
  ラムの開催、「なら記紀・万葉名所図会」の制作、広報ＰＲの実施等 

単位：百万円 

※［ ］は、H29当初予算とH28.2補正予算の合計額 



■スポーツイベントの充実 
 ○マラソンイベント[76]  
   第８回奈良マラソン（１２月）、リレーマラソン大会（１１月） 

 ○トップアスリートを活用したスポーツイベント[6] 
   トップアスリートとの交流イベントやスポーツ教室を開催 

 ○南部地域でのスポーツイベント[4] 
   アウトドアチャレンジレース（カヌー、ヒルクライムマラソン ５月）等 

 ○サイクルスポーツイベント[9] 
   山岳グランフォンド in 吉野（７月）、ヒルクライム大台ヶ原 since ２００１（９月）、 
   ツアー・オブ・奈良・まほろば（１０月） 

 ○関西ワールドマスターズゲームズ２０２１の開催準備[10] 
  

■スポーツを楽しめる環境整備 
 ○総合型地域スポーツクラブの活動支援[5] 
   クラブ交流大会の開催、クラブアドバイザーによる巡回指導等 

 ○ サッカー場の整備支援[75] 
   (一社)奈良県サッカー協会が実施する人工芝サッカーグラウンド整備を支援（旧志貴高校跡） 

 ○自転車ルート整備[458]（再掲）《資料Ｐ１５》 
   京都・奈良・和歌山を結ぶ京奈和自転車道及び農村周遊自転車ルートの整備 
 

■あこがれ・感動を生むスポーツの推進  
 ○スポーツアカデミーの推進[6]（再掲）  

   幼稚園等で「奈良県版幼児運動プログラム」を実践、プログラムの実行サポート・検証を行う 
   アドバイザーの配置等 

 ○ジュニアアスリートの育成[8] 
   国立スポーツ科学センター等と連携したトレーニングの実践や指導者研修の実施 

 ○ラグビーワールドカップ・東京五輪キャンプ地招致に向けた取組[9] 
   各国の競技団体へのプロモーション活動等 

 ○ 中国陝西省とのスポーツ交流[3] 
   中学生卓球チームとの交流 

奈良マラソン２０１６ 
総合型地域スポーツクラブ交流大会 

［50mダッシュ王選手権］ 

１７ 

スポーツの振興 
単位：百万円 



■地域防災力の向上  
 ○防災計画の充実及び災害訓練等の実施[9] 
   熊本地震を踏まえた防災計画の見直し、人的支援受入マニュアルの作成 
   防災情報システムを活用した情報伝達訓練等 

 ○広域防災拠点の整備検討[4] 
   広域防災拠点(防災基地)の整備規模の検討 

 ○陸上自衛隊駐屯地誘致[30] 
   駐屯地誘致のための調査、アクセス道路調査等 

 ○ 防災拠点へのＷｉ－Ｆｉ環境の整備[9] 
   防災避難所となる県立学校の体育館にＷｉ－Ｆｉ環境を整備 

 ○ 耐震シェルターの設置推進[1] 
   耐震シェルターの設置助成を行う市町村を支援 

 ○大和川流域の力を結集した洪水対策[3,292] 
   国直轄による遊水地整備の推進、河川改良・内水対策・田んぼの貯留機能活用の推進、総合治 
   水対策に関する条例の制定等 

 ○道路・河川等の防災・減災対策[10,049] 
   

■消防救急体制の充実・強化  
 ○迅速かつ適切な傷病者の搬送・受入れ[53] 
   ｅ－ＭＡＴＣＨシステムの運用、搬送ルール実効性の検証等 

 ○県独自のドクターヘリの運航（平成２９年３月運航開始）[749]（再掲） 
   拠点病院：南奈良総合医療センター、県立医科大学附属病院 
  

■日本一安全で安心して暮らせる奈良の実現  
 ○(仮称)安全・安心の確保のための奈良県基本計画の推進[8] 
   計画推進有識者会議の開催、自主防犯・防災リーダー研修、防犯カメラの設置支援等 

 ○交通安全の推進[1,493] 
   通学路や交通事故の危険性が高い箇所について、安全対策を実施 

 ○ 高齢運転者対策[7] 
   ７５歳以上の違反行為者に対して、臨時認知機能検査を実施等 

 
 

１８ 

県広域防災拠点（イメージ） 

安全・安心の確保 

近畿府県合同防災訓練（五條市） 

単位：百万円 



１９ 

■エネルギー政策の推進  
 ○ 小規模避難所における電力等の確保[8] 
   公民館等の小規模な避難所における電気自動車充給電設備やＬＰガス発電設備等の整備を支援 

 ○ ＥＶ充電インフラの整備[3] 
   道の駅へ急速充電器を設置する市町村を支援 

 ○スマートハウスの普及促進[35] 
   住宅への創エネ・蓄エネ設備の普及促進 

 ○事業所等が行う省エネ設備導入への支 
  援等[149]（一部再掲） 

次世代エネルギーパーク見学バスツアー 
（クリーンセンターかしはらの廃棄物処理熱利用発電設備） 

景観・環境の保全と創造、エネルギー政策の推進 

「なら四季彩の庭」づくり（大和郡山市 郡山城趾周辺） 「きれいに暮らす奈良県スタイル」推進協議会設立総会 

■奈良の彩りづくり・景観向上 
 ○「なら四季彩の庭」づくり[427]（一部再掲） 
   奈良公園・馬見丘陵公園・山の辺南等各エリアの整備、大宮通り及び県有施設の花壇整備、 
   植栽・景観整備の状況をデジタル画像により発信等 
  

■きれいでくらしやすい生活環境の創造 
 ○「きれいに暮らす奈良県スタイル」の推進[2]  
   (仮称)きれいに暮らす奈良県スタイルジャーナルの発行、推進協議会の運営等 

 ○ごみ処理広域化奈良モデルの推進[37]  

   さくら広域環境衛生組合、山辺・県北西部広域環境衛生組合の取組への支援 

 ○大和川の水質改善等水環境の保全[57]  

   河川水質の見える化マップの作成、浄化槽設置への助成 

 ○廃棄物の減量化・適正処理の推進[203] 
 

単位：百万円 



２０ 
市町村とのまちづくり包括協定の締結 

天理駅前広場整備の完成イメージ 

くらしやすいまちづくり 

■市町村との協働まちづくりプロジェクトの推進 
 ○連携協定を締結した市町村の取組への支援[484]《資料Ｐ１６》  

   まちづくりの中心となる拠点施設整備の検討やまちづくりイベント等への支援、まちづくり連携 
   協定に基づく道路等の整備（天理環状線、三輪山線、多武峯見瀬線等） 

 ○近鉄大福駅周辺地区のまちづくり[148] 
   桜井市と協働して桜井県営住宅を活用したまちづくりを推進 
   桜井県営住宅建替工事第１期事業区域における建築基本・実施設計、造成実施設計等 
 

■医療・介護のまちづくりプロジェクトの推進 
 ○医大・周辺まちづくり[708]（再掲） 
   教育・研究部門の移転にかかる建物基本計画、造成基本設計等 
   周辺まちづくりにかかる土地利用及び近鉄橿原線新駅検討等 

 ○奈良県総合医療センター（奈良市平松町）跡地活用まちづくり[40]（再掲） 
   基本構想の検討、土壌汚染調査等 
  

■移動ニーズに応じた交通サービスの実現等 
 ○くらしを支える公共交通の確保[294] 
   広域の路線バスの運行確保、 奈良交通(株)との連携協定に基づくバスロケーションシステムの 
   整備支援等 

 ○リニア中央新幹線の調査・検討[25] 
   「奈良市附近」駅を中心とした交通体系の調査・検討等 
  

■人権を尊重した社会づくり[245] 
 人権啓発イベントの開催・人材養成、隣保館運営等補助、 性的少数者など新たな人権課題に対する 
 啓発、 人権に関する県民意識調査等 
 

単位：百万円 



■訪れてみたくなる地域づくり  
 ○奥大和プロモーション[15] 
   大手旅行雑誌や宿泊予約サイトを活用した情報発信、首都圏での映画上映による魅力発信 

 ○鉄道事業者との連携プロモーション[10] 
   近鉄と連携して宿泊・日帰り旅行商品を造成し、ＰＲ 

 ○大手百貨店との連携プロモーション[3] 
   阪神百貨店梅田本店での工芸品や食材のプロモーション及び移住情報の発信 

 ○食のプロモーション[3] 
   県内シェフと連携したキッチンカーを活用したプロモーション等 

 ○奥大和の特色を活かしたイベント[13] 
   奥大和ゆうゆう祭（１１月）、えんがわ音楽祭（９月）、木造校舎近代美術館等 

  ○奥大和スポーツのメッカづくり[149] 
   「スポーツひのまるキッズ近畿小学生柔道大会～道場わっしょい～」の誘致等 

 ○バス運賃キャッシュバックキャンペーン（１２月～３月）[20]（再掲） 
   南部東部地域及び 大和高原北部地域への宿泊観光客を対象としてキャンペーンを実施 

 ○五條新宮道路など地域を支える主要な道路の整備推進[4,845] 
 

■住み続けられる地域づくり 
 ○奥大和での雇用創出[35] 
   「(仮称)奥大和仕事づくり推進隊」を採用し、奥大和における魅力ある仕事づくりを推進 

 ○「ふるさと創生協力隊」等の活動推進[17] 
 ○奥大和への移住・定住促進[24] 
   奥大和移住定住交流センターの運営、ホームページ等による交流情報発信や交流イベントの開 
   催等 

えんがわ音楽祭（天川村洞川） 
奥大和移住定住交流センター「ｅｎｇａｗａ」 

２１ 

南部地域・東部地域の振興 

単位：百万円 



２２ 

■地域経済の発展に寄与するインフラ整備 
 ○骨格幹線道路ネットワークの形成[13,191]（再掲） 
 

■防災・減災・老朽化対策  
 ○道路・河川等の防災・減災対策[10,049]（再掲） 
 ○インフラ老朽化対策[4,736] 

■協働の推進 
 ○奈良県協働推進基金の活用[8] 
     地域課題の解決等に取り組むＮＰＯ等の活動を支援 

 ○ 動物愛護ボランティア等との協働[4] 
   自活不能な幼猫の育成をボランティアに依頼し、動物譲渡を拡大 

 ○大学との連携による県政課題への対応策等の検討・実施[14] 
   連携先：早稲田大学、京都大学、 近畿大学 
 

■市町村への支援 
 ○「奈良モデル」の推進[556] 
   複数の市町村が連携して取り組む事業や大規模な施設整備への支援、県・市町村長サミットの 
   開催、「奈良モデルジャーナル」の発行等 

 ○連携協定を締結した市町村の取組への支援[484]（再掲）  
   まちづくりの中心となる拠点施設整備の検討やまちづくりイベント等への支援、まちづくり連 
   携協定にもとづく道路等の整備（天理環状線、三輪山線、多武峯見瀬線等） 

 ○県域水道ファシリティマネジメントの推進[28]  
   市町村水道との連携による広域化等の推進、 簡易水道の経営改善支援等 

 ○ごみ処理広域化奈良モデルの推進[37]（再掲）  
   さくら広域環境衛生組合、山辺・県北西部広域環境衛生組合の取組への支援 

 ○旧五條高校跡地における五條市新庁舎（国・県・市集約型）の整備[22] 

効率的・効果的な基盤整備 

協働の推進及び市町村への支援 

道路橋梁の点検 

国道１６８号辻堂バイパス夢翔大橋 
（平成３０年３月開通予定） 

単位：百万円 
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